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する30度前後の敷居値より高い海面水温を有する連続領域の面積が､ 10日以上連続して3 × 106km2を越え
る場合として定義される｡ 1993年から2003年の問に31個のホット･イベントがインド洋･太平洋暖水域で
検出された｡ホット･イベントの前駆現象は､時間依存敷居値を越える海面水温の領域が増加し､やがて
面積敷居値を越えて出現する｡非常に高い海面水温がしばしの間保たれ､その後海面水温の減少と面積の
減少が続いて終了期を迎える｡
ホット･イベント領域と海面水温日振幅が高い海域は､日～ホット･イベント期間の時間スケールに渡っ
て､良く一致する｡晴天･無風の条件が､ホット･イベントの期間､大きな海面水温日振幅を出現させる
原因である｡検出された31事例を統計的に調べたところ､ホット･イベントの平均的な持続時間は24.2日､
平均面積は1.57×107血2､ホット･イベント出現時の全域の海面水温の平均値が時間依存敷居値を0.25度
上回ることが示された｡ホット･イベント領域は､インド洋･太平洋の平均海面水温28度の海域内か周辺
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で､季節とともに移動していくことが明らかとなった｡
第四章では､ホット･イベント内の海面水温日変動とそれに関連する表層温度構造を､最新の毎時の時
間分解能を有する赤道域現場観測データを用いて研究した｡ホット･イベント領域内では､一日の最大海
面水温のヒストグラム最頻値が30.8℃となり､最低海面水温値のヒストグラム最頻値が29℃となる｡最大
海面水温はだいたい地方時15時頃に出現し､最低海面水温はだいたい7時頃に出現する｡海面水温日振幅
は､最大､最低海面水温の差として定義される｡ホット･イベント内の平均海面水温日振幅は0.5度より
高く､イベントのピーク時には約0.75度になる｡平均海面水温日振幅はそのピーク値に向かって､ 0.5度
より高い値を維持しながら徐々に増加し､ピーク後急速に0.5度に向かって減少する｡
ホット･イベント内で､衛星海面水温は､日中､トライトン･ブイ海面水温に対して系統的に高くなる
ことがわかった｡現場観測による海面水温日変動振幅が大きいと､その系統的なバイアスが大きくなる｡
1次元数値モデルによる海面水温と海面付近の温度構造のシミュレーションから､その系統的バイアスの
原因がホット･イベント時の海洋表層に恒常的に形成されるシャープな温度勾配にあることが示唆された｡
その表層温度構造(ワーム層)は､ホット･イベント領域に特有の､大きな日射量と弱風の条件によって
生成される｡
I 2006年11月､熱帯域西部太平洋でホット･イベントが確認され､ HEO611と名付けられた｡第五章では､
HEO611の事例研究を行った.このイベントは､最新の静止気象衛星MTSATの観測データ(毎時海面水温
と日射量)とタオ･トライトン係留ブイを用いて行う､はじめてのケースとなった｡雲無し融合海面水温
により､超高温海面水温を有する2つの領域が検出された｡これらが結合し､ HEO611となる｡その西部
(HEO611-West)の海面水温は､大きな海面水温変動日振幅を伴って急速に上昇したが､その原因は大き
な日射量と弱風の条件によっていた｡東部(HEO611-East)の形成メカニズム､それとは全く異なる｡そ
の海域の平均海面水温は数ヶ月に渡って高いままに維持され､ HEO611の期間で変化しなかった｡ HEO611-
Eastの日射量が少ないので､海面水温日変動振幅は小さい｡ HEO611-Eastの超高温海面水温は､水温偏差
を持つ下層の構造に支えられており､その構造は2006年に発生したエルニーニョに関係していた｡
結論と所感を第六章に記した｡本研究の将来の展開の方向として､ 1)大気･海洋が構成する気候シス
テムに対するホット･イベントの効果､ 2)ホット･イベントとマッデン･ジュリアン振動(MJO)との
関係､ 3)ホット･イベントによる高気圧･低気圧生成､を挙げた｡
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論文審査の結果の要旨
衛星リモートセンシングと現場観測を合わせ用いて､インド洋･太平洋の暖水域に出現する､超高温海
面水温を伴う広い領域の日スケールの大気海洋相互作用を研究した｡第一章では､超高温海面水温に関す
る研究の背景について記述し､この博士論文の構成を示した｡第二章では､使用した観測データを記述し
た｡従来の研究が月毎･週毎の観測データを使用していたのに比べ､本研究では毎時･毎日の時間解像度
と10kn空間解像度を有し､広域をカバーする衛星観測データを主に用いる.
第三章では､衛星海面水温､日射量､海上風とパラメータ化海面水温日変動振幅を用いて､ 30度付近の
超高温海面水温を伴う3 ×106km2を越える広い海域が､ 10日以上連続して出現する現象(ホット･イベン
トと名付ける､以下HE)を調べた｡ HE領域と海面水温日振幅が高い海域は､日～HE期間(約20日)の時
･間スケールに渡って良く一致する｡晴天･無風の条件が､大きな海面水温日振幅を出現させる原因である｡
第由章では､ HE領域内の海面水温日変動とそれに関連する表層温度構造を調べた｡平均海面水温日振
幅は0.5度より高く､ピーク時には約0.75度になる｡日中のHE領域内で､衛星海面水温は現場観測海面水
温に対して系統的に高くなる｡ 1次元数値モデルによる海面水温と海面付近の温度構造のシミュレ-ショ
.ンから､その原因がHE時の海洋表層に恒常的に形成されるシャープな温度勾配にあることが示唆された.
J　第五章では､ 2006年11月､熱帯域西部太平洋で発生したホット･イベントの事例研究を行った.その西
部の超高海面水温は大きな日射量･弱風条件によっていたが､東部のそれは､ 2006年に発生したエルニー
ニョに関係する暖水塊に因っていた｡
最新の衛星観測データと現場観測データを駆使し､ HEを新たに兄いだし､その発生機構を解明した本
研究は､申請者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している｡し
たがって､要慧玲提出の博士論文は､博士(理学)の学位論文として合格と認める｡
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